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巻頭言

いるのが山折哲雄である。
（１）

山折は「元の理
（元初まりの話）」は何度読んでも分からな
い難しい説話であると言うが、そのテクス
トに彼は渦を巻く泥海のダイナミックなイ
メージを抱く。一般に、創世神話は混沌か
ら秩序への移行を象徴的に描くが、山折に
よれば「元の理」はそれとは異なる。カオ
スの世界（泥海）が、絶えることなくその
エネルギー、ダイナミズムを持ち続けてお
り、その中で生きとし生けるものが浮沈を
繰り返す世界を描いているという。
山折は「元初まりの話」の海洋的な性格

に言及するが、その指摘自体はそれほど珍
しいものではない。もっとも彼は、日本の
神話や伝承では、水棲動物を神とする考え
から、陸棲動物を神とする考えに変化して
いったと言う。そうだとすれば、海洋神・
河川神の性格をもった生き物が登場するこ
の創世説話は、日本の極めて古い時代の信
仰を反映していることになる。この論点に
はなるほどと思わされる。
彼は「泥海古記」と乳海攪拌の神話に

幾つかの共通点をあげる。流動するダイナ
ミックな原初の海、重要な役割を果たす亀
や細長い生物（蛇・ウナギ）、甘露とアム
リタなど。さらに、宇宙の攪拌から生まれ、
天地を結ぶようになった宇宙樹の神話に着
目し、甘露台もまたそうした攪拌の果てに
立ち現れる聖なる中心であり、その背後に
ダイナミックな宇宙の神話が横たわってい
ると考える。彼の論考を読み込むと、ぢば
と甘露台に、大亀クールマとマンダラ山（軸
棒）をそれぞれ照応させることができ、両
者の共通性はさらに深みを増す。
［註］
（１）山折哲雄（1988）「『元の理』を読む―『陽

気ぐらし』学としての『元の理』」『G-
TEN』第 28号、83～ 95頁。（『講座「元
の理」の世界 2：「元の理」の象徴学』
に再録）

カンボジアのアンコールワットを訪れ
たことがある。その第一回廊の壁に、全長
約 50 メートルの乳海攪拌のレリーフが彫
られている。レリーフの中央には、巨大な
亀の上にヴィシュヌ神の姿が描かれ、その
両側では、神々とアスラ（阿修羅）が大蛇
を綱引きのように持って引っ張り合ってい
る。上部には乳海から誕生した天女の天空
を舞う姿が、下部には攪拌された乳海の中
で戸惑う沢山の魚に加えて、ワニ、蛇、亀
などの姿もダイナミックに描かれている。
乳海攪拌とは、古代インドの叙事詩である

『マハーバーラタ』や『ラーマーヤナ』に出
てくるヒンドゥー教の創世神話である。神々
とアスラが不老不死の霊薬アムリタを得るた
めに、ヴィシュヌ神の化身ともされる巨大な
亀クールマに支えられたマンダラ山を軸棒と
して、それに大蛇ヴァースキを巻き付けて
引っ張り合い、回転させて乳海を攪拌すると
いう物語だ。攪拌によって、太陽や月、神聖
な動物、天女や女神など、様々なものが生ま
れ、最後にアムリタの入った壺が現れる。ア
ムリタを巡って神々とアスラは争うが、美女
に化けたヴィシュヌ神の機転によって、神々
はついにアムリタを手に入れるのである。
ガイドの説明を受けながらこのレリーフ

を見た時、「元初まりの話」の泥海のことを
思い浮かべずにはおれなかった。濁った海に
うごめく無数の魚（乳海攪拌）やドジョウ（「元
初まりの話」）、そしてその他の水棲動物。加
えて、両者に共通して重要な役割を果たす亀
の存在。乳海と泥海は、原初の海というモチー
フを共有しているように思えたが、レリーフ
を見て得られる気づきはここまでだった。乳
海攪拌の説話の内容をより詳しく知っていれ
ば、「元初まりの話」を中心とする天理教の
教義・世界観との類似性について、もっと多
くの気づきを得られていたに違いない。
「泥海古記」とも呼ばれる「元初まりの
話」と乳海攪拌の類似性について言及して
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